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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第67期
第２四半期
連結累計期間

第68期
第２四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 4,254,609 4,387,032 8,926,347

経常利益 (千円) 26,175 167,974 271,860

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 3,304 117,610 179,573

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △160,126 265,370 263,576

純資産額 (千円) 8,895,709 9,547,348 9,319,412

総資産額 (千円) 12,461,908 12,984,975 12,960,892

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 3.55 126.21 192.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 71.4 73.5 71.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 532,636 122,801 982,819

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △80,250 △45,858 △145,714

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △74,668 △103,733 △140,224

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,897,245 2,205,833 2,240,572
 

 

回次
第67期
第２四半期
連結会計期間

第68期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 81.57 107.59
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４. 平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、１株当

たり四半期(当期)純利益金額は、当該株式併合が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算定しており

ます。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであ

ります。

　

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善が続くなど政府による経済政策の効果がみら

れ、企業収益も回復傾向にあるものの、先行きの不透明感が続いております。

このような状況のもと、当社グループとしましては、如何なる環境変化にも対応して、持続的発展を遂げられる

よう、全力を使って付加価値を創出する、を基本方針に、「グローバル展開」、「付加価値の創出」、「生産拠点

の整備」、「強固な事業基盤の構築」を重点施策として持続的発展を目指してまいりました。

当社グループの業績につきましては、東日本大震災の廃棄物処理場向けの土木資材の販売が増加したこともあ

り、売上高は43億87百万円（前年同四半期比103.1%）となりました。損益面におきましては、材料のコストダウン

等売上総利益率の改善に努めたほか、連結子会社の損益の改善もあり営業利益１億21百万円（前年同四半期は営業

利益10百万円）となり、経常利益１億67百万円（前年同四半期比641.7％）、親会社株主に帰属する四半期純利益１

億17百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益３百万円）となりました。

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

環境・エネルギー資材

環境資材については、耐熱フィルター、触媒ロフを中心に、販売は堅調に推移しましたが、損益は悪化しまし

た。エネルギー資材につきましては、ＮＡＳ電池電極材の販売が第３四半期以降にずれ込み減少しましたが、溶剤

回収フィルターは好調に推移しました。その結果、売上高８億76百万円（前年同四半期比105.5％）、セグメント利

益35百万円（前年同四半期比66.4％）となりました。

工業資材

工業資材については、販売は土木資材を中心に好調に推移しました。その結果、売上高17億52百万円（前年同四

半期比112.5％）、セグメント利益３億63百万円（前年同四半期比157.6％）となりました。

建装・自動車資材

建装資材については、販売は前年同四半期に比べやや軟調に推移しました。自動車資材につきましては、需要の

減少により販売は大きく減少しました。その結果、売上高14億95百万円（前年同四半期比93.3％）、セグメント利

益１億９百万円（前年同四半期比86.1％）となりました。

その他

その他事業については、電気資材、衣料資材、帽子帽材等ともに販売の強化に取り組みました。その結果、売上

高２億62百万円（前年同四半期比100.0％）、セグメント損失９百万円（前年同四半期はセグメント損失４百万円）

となりました。
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（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末に比べて24百万円増

加し、129億84百万円となりました。これは主に、投資有価証券が２億67百万円増加し、受取手形及び売掛金が１億

51百万円、繰延税金資産（固定）が85百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べて２億３百万円減少し、34億37百万円となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金が４億８百万円、長期借入金が43百万円それぞれ減少し、電子記録債務が２億54百万円増加したこと等に

よるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ２億27百万円増加し、95億47百万円となりました。これは主に、その他有価

証券評価差額金が１億85百万円、利益剰余金が80百万円それぞれ増加し、為替換算調整勘定が44百万円減少したこ

と等によるものです。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下資金）は、前連結会計年度末と比べ34百万円

（1.6％）減少しました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、１億22百万円の収入（前年同期比23.1％）となりました。これは主に、

税金等調整前四半期純利益１億67百万円、減価償却費１億28百万円、仕入債務の減少額１億46百万円等によるもの

です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、45百万円の支出（前年同期は80百万円の支出）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出38百万円、無形固定資産の取得による支出6百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億3百万円の支出（前年同期は74百万円の支出）となりました。これは

主に、長期借入金の返済による支出47百万円、配当金の支払額33百万円等によるものです。

　

（４）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

　

（５）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

（６）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は55百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

（注）平成29年６月29日開催の第67回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で株式併合に伴う定款変更が行わ

れ、発行可能株式総数は16,000,000株減少し、4,000,000株となっております。

 
② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,000,000 1,000,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
1,000株であります。

計 5,000,000 1,000,000 ― ―
 

（注）１.平成29年６月29日開催の第67回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で当社普通株式５株を１株に併

合いたしました。これにより、発行済株式総数は4,000,000株減少し、1,000,000株となっております。

２.平成29年６月29日開催の第67回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で単元株式数を1,000株から100

株に変更しております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年９月30日 ― 5,000,000 ― 1,716,300 ― 1,599,813
 

（注）平成29年10月１日をもって５株を１株に株式併合し、これに伴い発行済株式総数が4,000,000株減少しておりま

す。
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(6) 【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本土地建物株式会社 東京都千代田区霞が関１－４－１ 855,000 17.10

勧友商事株式会社 東京都港区虎ノ門１－１－10 645,140 12.90

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１－５－５ 232,000 4.64

フジコー従業員持株会 兵庫県伊丹市行基町１－５ 200,331 4.01

泉株式会社 大阪市北区中之島３－３－３ 186,000 3.72

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 115,500 2.31

東レ株式会社 東京都中央区日本橋室町２－１－１ 108,000 2.16

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 100,000 2.00

楠本　学 大阪市中央区 81,000 1.62

株式会社ニチリン 兵庫県神戸市中央区江戸町98-1 77,000 1.54

計 ― 2,599,971 52.00
 

(注) 上記のほか、当社保有の自己株式340,800株（6.82％）があります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 340,000
 

― ─

完全議決権株式(その他)
 

普通株式 4,644,000
 

4,644 ─

単元未満株式
 

普通株式 16,000
 

― ─

発行済株式総数 5,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,644 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式800株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社フジコー

兵庫県伊丹市行基町
１－５

340,000 ― 340,000 6.80

計 ― 340,000 ― 340,000 6.80
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社フジコー(E00612)

四半期報告書

 6/19



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,732,572 2,697,833

  受取手形及び売掛金 2,369,017 ※  2,217,800

  電子記録債権 713,319 ※  740,469

  商品及び製品 1,052,545 1,090,535

  仕掛品 284,845 305,116

  原材料及び貯蔵品 460,471 424,931

  繰延税金資産 131,303 126,234

  その他 140,254 162,817

  貸倒引当金 △4,099 △59

  流動資産合計 7,880,229 7,765,680

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,216,170 3,219,070

    減価償却累計額 △1,826,064 △1,867,419

    建物及び構築物（純額） 1,390,106 1,351,651

   機械装置及び運搬具 5,913,444 5,953,638

    減価償却累計額 △5,588,371 △5,627,873

    機械装置及び運搬具（純額） 325,073 325,765

   土地 1,603,210 1,585,152

   建設仮勘定 4,233 20,067

   その他 487,335 505,913

    減価償却累計額 △295,878 △308,879

    その他（純額） 191,457 197,033

   有形固定資産合計 3,514,080 3,479,670

  無形固定資産   

   ソフトウエア 73,476 71,852

   その他 25,753 21,861

   無形固定資産合計 99,230 93,713

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,203,614 1,471,451

   繰延税金資産 142,362 56,365

   その他 128,323 125,076

   貸倒引当金 △6,947 △6,981

   投資その他の資産合計 1,467,352 1,645,911

  固定資産合計 5,080,663 5,219,295

 資産合計 12,960,892 12,984,975
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 811,281 403,277

  電子記録債務 417,208 ※  671,976

  短期借入金 350,000 350,000

  1年内返済予定の長期借入金 93,140 89,144

  未払費用 100,550 102,734

  未払法人税等 99,672 68,178

  賞与引当金 163,219 174,544

  その他 229,805 225,082

  流動負債合計 2,264,877 2,084,937

 固定負債   

  社債 100,000 100,000

  長期借入金 386,200 343,000

  退職給付に係る負債 609,085 631,362

  その他 281,317 278,327

  固定負債合計 1,376,603 1,352,689

 負債合計 3,641,480 3,437,627

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,716,300 1,716,300

  資本剰余金 1,599,813 1,599,813

  利益剰余金 5,867,955 5,948,290

  自己株式 △222,392 △222,551

  株主資本合計 8,961,676 9,041,851

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 267,480 452,866

  為替換算調整勘定 145,036 100,516

  退職給付に係る調整累計額 △54,780 △47,886

  その他の包括利益累計額合計 357,735 505,496

 純資産合計 9,319,412 9,547,348

負債純資産合計 12,960,892 12,984,975
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 4,254,609 4,387,032

売上原価 3,328,040 3,326,296

売上総利益 926,568 1,060,735

販売費及び一般管理費 ※  916,112 ※  939,175

営業利益 10,456 121,559

営業外収益   

 受取利息 4,274 3,907

 受取配当金 7,508 8,180

 不動産賃貸料 40,665 40,857

 為替差益 ― 3,180

 その他 12,394 7,829

 営業外収益合計 64,842 63,955

営業外費用   

 支払利息 9,020 7,918

 売上割引 4,896 4,774

 不動産賃貸原価 4,054 4,044

 為替差損 23,677 ―

 その他 7,473 803

 営業外費用合計 49,123 17,540

経常利益 26,175 167,974

特別損失   

 固定資産除却損 29 0

 特別損失合計 29 0

税金等調整前四半期純利益 26,146 167,974

法人税、住民税及び事業税 39,182 42,512

法人税等調整額 △16,341 7,852

法人税等合計 22,841 50,364

四半期純利益 3,304 117,610

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,304 117,610
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 3,304 117,610

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △4,758 185,386

 為替換算調整勘定 △166,367 △44,520

 退職給付に係る調整額 7,695 6,894

 その他の包括利益合計 △163,430 147,760

四半期包括利益 △160,126 265,370

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △160,126 265,370

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 26,146 167,974

 減価償却費 129,349 128,309

 のれん償却額 13,381 ―

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 35,421 32,562

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,324 △3,902

 受取利息及び受取配当金 △11,783 △12,087

 支払利息 9,020 7,918

 有形固定資産除却損 29 0

 売上債権の増減額（△は増加） 494,634 116,358

 たな卸資産の増減額（△は増加） 16,903 △24,306

 長期前払費用の増減額（△は増加） ― 7,943

 仕入債務の増減額（△は減少） △149,038 △146,456

 未払金の増減額（△は減少） 2,644 △13,565

 未払消費税等の増減額（△は減少） 5,608 △44,750

 その他 △15,732 △29,847

 小計 554,260 186,149

 利息及び配当金の受取額 11,355 12,187

 利息の支払額 △8,919 △7,860

 法人税等の還付額 8,523 ―

 法人税等の支払額 △32,583 △67,674

 営業活動によるキャッシュ・フロー 532,636 122,801

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △492,000 △492,000

 定期預金の払戻による収入 450,000 492,000

 有形固定資産の取得による支出 △35,066 △38,687

 有形固定資産の売却による収入 450 ―

 無形固定資産の取得による支出 △3,817 △6,352

 貸付けによる支出 ― △2,410

 貸付金の回収による収入 182 1,589

 その他 0 1

 投資活動によるキャッシュ・フロー △80,250 △45,858

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 230,000 ―

 長期借入金の返済による支出 △244,696 △47,196

 リース債務の返済による支出 △21,109 △22,693

 社債の発行による収入 98,040 ―

 社債の償還による支出 △100,000 ―

 自己株式の取得による支出 ― △159

 配当金の支払額 △36,903 △33,684

 財務活動によるキャッシュ・フロー △74,668 △103,733

現金及び現金同等物に係る換算差額 △33,472 △7,949

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 344,245 △34,739

現金及び現金同等物の期首残高 1,520,522 2,240,572

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 32,476 ―

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,897,245 ※  2,205,833
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形 ―千円 64,278千円

電子記録債権 ―千円 32,761千円

電子記録債務 ―千円 107,751千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※　 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

運賃及び荷造費 144,585千円 145,713千円

給料 229,504千円 229,069千円

賞与引当金繰入額 49,346千円 59,752千円

貸倒引当金繰入額 △777千円 △3,903千円

退職給付費用 18,578千円 18,219千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金 2,389,245千円 2,697,833千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △492,000千円 △492,000千円

現金及び現金同等物 1,897,245千円 2,205,833千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 37,275 8 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 37,275 8 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計
環境・エネル
ギー資材

工業資材
建装・自動車
資材

計

売上高       

  外部顧客への売上高 831,403 1,558,152 1,602,429 3,991,984 262,624 4,254,609

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 831,403 1,558,152 1,602,429 3,991,984 262,624 4,254,609

セグメント利益又は損失(△) 54,106 230,846 127,556 412,508 △4,256 408,252
 

(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気資材事業、衣料資材事業及び帽子

帽材事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 412,508

「その他」の区分の利益 △4,256

全社費用(注) △403,791

棚卸資産の調整額 1,894

その他の調整額 4,101

四半期連結損益計算書の営業利益 10,456
 

(注) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

その他 合計
環境・エネル
ギー資材

工業資材
建装・自動車
資材

計

売上高       

  外部顧客への売上高 876,916 1,752,528 1,495,069 4,124,514 262,517 4,387,032

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － － －

計 876,916 1,752,528 1,495,069 4,124,514 262,517 4,387,032

セグメント利益又は損失(△) 35,906 363,815 109,823 509,545 △9,016 500,529
 

(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気資材事業、衣料資材事業及び帽子

帽材事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 509,545

「その他」の区分の利益 △9,016

全社費用(注) △387,748

棚卸資産の調整額 10,658

その他の調整額 △1,878

四半期連結損益計算書の営業利益 121,559
 

(注) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

　１株当たり四半期純利益金額 ３円55銭 126円21銭

  (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 3,304 117,610

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
 金額(千円)

3,304 117,610

 普通株式の期中平均株式数(千株) 931 931
 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　２．平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、１株当

たり四半期純利益金額は、当該株式併合が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算定しております。
 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月13日

株式会社フジコー

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   梅　　田　　佳　　成   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　大　　槻　　櫻　　子　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

コーの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジコー及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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